
町内会情報紙 ひろば 第6号 2019年 1月 発行 学南町中央町内会・情報紙委員会 1/4

町内会 ひろIず

‘
■
■
■
■

迎 春 BRIfま しておめでこうございきす。
今年もようしくお願いいたします。

いつものようにつつがなく新年を迎えられましたでしょうか。正月とか新
年などのように時の流れに区切りをつけるのは、人間の素晴らしい知恵だ
と思います。1年を12カ 月に区切るのも素晴らしいことです。ただ12カ 月
が短いか長いかはその人の過ごし方によるでしょうが。平成時代も31年で
区切りがつくこととなりました。実に大きな英断だと思います。
今年は何か新時代が到来するようなわくわく感がありますね。でも新時代

を意味あるものにするのは、その時代を生きる人間の気持ちにかかってい
ると思っています。私も今年を意味あるものにしたいし、町内会も今年を意
味あるものにしたいと思います。会員の皆さんの前向きな助言や協力こそ
が大切です。どうぞよろしくお願いいたします。

町内会長 赤 坂 慎 輔

本号のトピックス 1頁 我が家のペット自慢。2頁 町内会の

秋祭り:投稿川柳・俳句など。3頁 秋祭り:創作行燈全写真。
4頁 町内会防災講座の報告。岡大入口交差点改良工事完
了写真。「笑話会」だより。新設した防災備品倉庫写真。

國末さん宅の皇帝ダリア

じう (メス)です′ K.K.tA)t, 
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我が家にやってきて5年が過ぎました。  ノ

その音、子ども達が夏祭りでゲットしてきた金魚の水槽の上で寝るの
が大好きです。
このポーズの後、水面に顔を近づけて水を飲んでる姿を初めて見た
時には目が点になりました…・ ψ、

"

モモこリクです J

厚見健児さん 12組

大きいほうが「モモ」、′lヽ さいほうが「リ
ク」です。 よく間違われますが、親子
ではありません。
それでもとても仲良しの二人です。

金魚 :我●l家のペット
赤坂さん 8組

2年ほどで10cmにも成長しました。
どこまで大きくなるか楽しみにしています。

愛犬30Mこ共に生きる 福森芳郎 (74)
我が家に愛犬「BOM」 がきて4年たちました。動物愛護セ ンター (岡 山市御津)から
譲り受けた柴 とビー グルの雑種 (オス)で、生後 3か月でした。盲導犬ボランティア
をしている娘からの願い「ワンちゃん飼うなら愛護センター」を受け入れ、妻と一緒に
同センターに通いました。「BOM」 は人見知りが激しく、譲渡会の対面時も上目使い
を しながら警戒し、私たちに近づいてくれません でした。人なつ つこいワンちゃんは
人気が高く、すぐ飼い主に引き取られていきましたが、「BOM」 は最後まで残ってし
まいました。このままではいずれ○処分 されることもあると話には聞いていましたの
で、近くに住む長男―家と家族会議を開き、引き取ることにしました。「BOM」 はポル
トガル語、英語でいえば「G00D」 。私の老後の夢の一つは「70歳になつたら愛犬を飼う」で、一軒家に移り住ん
だ理由のひとつです。犬の寿命は約 15年、私の残りの寿命もそれぐらい(?)仲良くいい歳を取つていこうと先
日「BOM」 の顔を見ながら話しかけると、私の目を見て元気に ワンと吠えたので了解したものと考え、これから
の共生を誓い合いました。
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町内会 ひろlず 町内会の秋祭ιl 10月 20日 (土 )

秋祭リリ:I柳俳句 応募作品 秋を詠む

八朔や 酢飯の桶を水に浸(か)す   【村上和子】
夕焼けや 薬味はすべて庭のもの  【村上和子】
包丁を立てて夫(つま)呼ぶ大南瓜  【村上和子】
紺碧の 空に浮かぶや 鰯雲 【赤井豊子】

子規の句碑 城跡つたふ 萩の花   【赤井豊子】

赤とんぼ 空の青さに吸ひ込まれ   【赤井豊子】
碧き天(そら)突きさすように百舌鳥が鳴く【国末芙紗子】
露草のパラサイトして青誇り   【松藤かずえ】

秋祭リリII柳俳句 応募作品 時事を詠む

秋祭り 里のかおりをしのびつつ   【福森芳郎】
秋風や 鉄路のススキおじぎする   【福森芳郎】
マラソンや アキレス悲鳴 ヒザ笑う   【福森芳郎】
名月や アメリカ東にチャイナ西    【福森芳郎】
防災を点検するのか台風ドン    【赤坂慎輔】
防災米 案外うまいと人気でる    【赤坂慎輔】
入試就職 その一言で右往左往   【赤坂慎輔】
ガラケーで十分だつたよマイスマホ  【見栄晴造】
ラインした違う人から返事きた    【見栄晴造】
大相撲 解説者より知識でき    【見栄晴週
かつこして 買つたL寸 入らない 【見栄子】

かつこして 買つたル チヨが 足でない  【見栄子】

かつこして 買つたボルドー う―んまずい  【見栄子】

今年の字 残念ながら災の字か    【見栄子】

なりたいな 私も安倍さんの 友達に   【見栄子】

真備の人 思つてすべて 我慢する   【見栄子】

組客より貴部屋ニュース ー番に    【見栄子】

太平洋 (うみ)はさみいずこも同じ秋の暮れ 【空木杏介】
一帯も一路もペキンに 通じます    【空木杏介】

ディサービス 見送る妻に ティタイム  【松藤かずえ】

名女優 生き裁 残して 惜しみ逝く 【松藤かずえ】

広くなり自転車歩行者 みな笑顔   【匿名希望】
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子供たちよ あι]がこう
今年も秋まつりをにぎやかにすることができました。

みごί ガ1つま タク をうちならι.ふグせんを

ふζらませ、カラ=た ルオα lをιこ 秋まつりを

もりあげてくれました。たくさんのあんどん雄 をかい

てもくれました。

秋まつりの主人こうはきみたちです。おとなたちもきみたちの元気なすがたに、はげまされました。

お礼にきみたちのあんどんの絵をぜんぶのせました。来年もすばらしい秋まつりができることをたのしみに
しています。 町内会のおとなたちより
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町内会防災講座を終えて

本紙「ひろば」電子版のバックナンバーは、岡山市
電子連合町内会 サイトの中にあります。 学南町

中央町内会へのQRコード:htt匹 ://tOWnweb e―

okavamaclv ip/c―qakunanchouchuuou/

防災部長 岡田章弘

平成30年 9月 24日 (月 )(祝 )に学南町中央町内会の防災活動の一環で

防災講座を開催しました。当日は、学南町1丁 目町内会会員の皆様も加わ
り、予想をはるかに超えるおよそ150名 の会員に参加いただきました。

岡山県は7月 の西日本豪雨災害で甚大な被害を受けました。真備町、

総社市をはじめ御野学区でも床下浸水に見舞われた地域が少なくありま
せん。このような教訓から改めて私たちが暮らす岡山市の防災の現状を学

習しようとの事で、当日は「考える防災講座」として、岡山市の危機管理課
の方にハザードマップを示していただき、家庭でしておくべき有事の際の準

備などを講演いただきました。災害の直後ということもありますが、多くの会

員の皆様が真剣に聞き入つている姿が印象に残りました。

また、「体で感じる防災講座」として岡山市北消防局番町分署の方に、

起震車による地震体験、ダミー人形を使つたAEDの使用方法や心臓マッ

サージを体験しました。起震車の震度は6強。揺れるのが分かつていても

体験してみると、思つた以上の揺れの大きさを感じた人も多いのではない

でしょうか。また、AEDや心臓マッサージの講習は、実際に倒れた人がい
た場合の重要な初期対応を体験することができました。

この他にも、備蓄米の体験試食、会場をご提供いただいたOHK様によ

る非常食の紹介などがあり、予定の2時間があつという間に過ぎたように感
じています。
町内会員の皆様による参加型の防災活動を今回初めて実施させてもら

いました。皆様、今回の町内会防災講座いかがでしたか。
町内会の防災活動はまだ始まったばかりです。今後も会員全員で取り組

む防災活動を計画していければと思つています。今回の感想でも結構です
し、今後の防災活動への要望などありましたらぜひ声をお聞かせください。

最後になりましたが、当日は防災委員、OHK様をはじめ多くの方にご協
力いただいた事、誠に感謝しております。お礼申し上げます。

本年度新企画「笑話会 」だよιl

10月 から出し物のひとつとしてチコち
ゃんに叱られるシリーズを始めました。
実行委員の福森さんが担当で、言葉や

言い回し、その本当の意味など知ってる
つもりでも、よく理解してなかつたことを
仲間と会話しながら解いてゆく楽しい脳
トレ番組です。
例えば「確信犯」つてどんな意味?

「事実」と「真実」はどう違う?Etc.
理解から納得へ、合点できればまだま

だ若い脳…!

編集後記 今回は「我が家のペット自慢」に猫口犬・金魚の4件を応募いただきました。引続きペットや花、風景、
川柳口俳旬、おススメ本、組のミニ情報などジャンルを問わず随時ご投稿をお待ちしています。編集部へのご提案
や問い合わせは町内会専用ポスト{OHK前の國末副会長宅ガレージ傍に設置)をご利用ください。
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